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研究課題名 鏡視下腱板修復術後の予後予測に体組成評価は活用できるのか 

 
研究の意義・目的 

腱板版断裂患者における鏡視下腱板修復術の術前の体組成評価が術前、術後の

肩関節機能にどのような影響を及ぼすのか明らかにすることで治療計画の一助

となる 

研究期間  倫理委員会承認後 ～ 2025年  12月  31日(西暦) 

承認日 2025年8月16日 

対象者となる方 2023年11月31日〜2024 年7月31日の間に鏡視下腱板修復術を施行され、術前、

術後１年の各種評価を行った症例 

利用又は提供する試料・情報 診療記録 

年齢、性別、断裂サイズ、肩関節屈曲、外転、外旋、内旋、外転筋力、Visual 

Analogue Scale、American Shoulder and Elbow Surgeons Score、Constant 

scere、術前体組成評価（骨格筋指数，Phase angle（以下，PhA），体水分均衡，

罹患側上肢筋肉量，体重，身長，脂肪率，BMI） 
利用者の範囲 自施設のみ 

利用または提供を開始する予定日 通知または公開から3ヶ月後（研究対象者に拒否の機会を与える為） 

診療科 リハビリテーション室 

代表施設と研究責任者 本院  リハビリテーション室 高橋 佑生 

試料・情報を管理する 

研究機関の長 石切生喜病院 病院長 平田 一人 

試料・情報を公表する方法 研究成果は研究対象者を特定できないようにした上で学会や学術雑誌等で公表す

る 

試料・情報の提供方法 該当無し     （提供する場合は例えばCDで研究対象者を特定できないように行う） 

 

本院の研究責任者 

 

リハビリテーション室 高橋 佑生 

情報の提供を行う機関の長 石切生喜病院 病院長 平田 一人 

 

拒否機会の保障 

本研究の対象者の方は、問い合わせ先に連絡することによっていつでも本研究への参加を拒

否することができます。また、研究への参加を拒否 されても、診療に関する不利益等を受

けることは一切ありません。 

 

 
拒否を受け付ける方法 

〒579-8026 東大阪市弥生町 18-28  

石切生喜病院 電話:072-988-3121 

臨床研究支援センター（内線6126） 佐藤 

（文書の場合は研究責任者に、電話の場合は臨床研究支援センターに連絡下さい） 

＊斜線部を書き換えて下さい。研究期間の延長が必要な場合は研究期間が切れる前に倫理委員会に一部変更

（迅速審査）で申請すること 


